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芸術学科　舞台芸術専攻

演
劇
学
・
演
劇
批
評

舞
　
　
踊

演
　
　
　
　
劇

教
　
　
　
員
　
　
　
往
　
　
　
来

　
◇
学
園
創
立
7
0
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て

、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

　
　
デ
ー

ビ
ス
校
と
の
国
際
交
流
事
業

、
太
田
省
吾
作

「
プ
ラ
ス
チ

ッ

　
　
ク
・
ロ
ー

ズ

」
の
相
互
上
演
が
近
畿
大
学
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

　
　
デ
ー

ビ
ス
校
で
行
わ
れ
る

。
近
大
生
に
よ
る
上
演
は
太
田
省
吾
演
出

　
　
に
よ
る
四
期
生
の
卒
業
公
演

。

　
◇
9
月
か
ら
文
芸
学
部
は
E
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校
舎

（
A
館

）

 
 
に
移
転

。
1
0
号
館
８
階
の
演
劇
実
習
室

、
E
館
は
継
続

 
 
使
用

。

　
◇
日
本
橋
の
近
畿
大
学
会
館
ホ
ー

ル
が
開
場

。
卒
業
演
劇

 
 
公
演

、
卒
業
舞
踊
公
演
の
上
演
会
場
と
な
る

。

 
◇
平
成
２
～

９
年
度
に
は

、

「
民
俗
芸
能
実
習

（
の
ち
に

「
上
方
芸

　
　
能
実
習

」
と
改
称

）
（
当
時

）
を
竹
本
住
太
夫
師
が
担
当
さ
れ
た

。

2006年度、国際人文科学研究所所長

 
◇

「
芸
術
学
科
演
劇
・
芸
能
専
攻

」
と
し
て
発
足

　
◇
学
園
創
立
6
5
周
年
記
念
行
事
と
し
て

《
「
欣
求
浄
土

」
声
明
に
寄

　
　
せ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス

》
が
1
1
月
ホ
ー

ル
で
上
演
さ
れ
る

。

　
◇
元
大
阪
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
体
育
館
を
演
劇
・
芸
能
専
攻
実
習
室

　

（
E
館

）
と
し
て
使
用
開
始

。

　
◇
演
劇
で
の
第
一
期
生
の
卒
業
公
演
と
し
て
中
上
健
次
教

　
　
授
の
作
品

「
十
九
歳
の
地
図

」
が
上
演
さ
れ
る

。

　
◇
舞
踊
の
第
一
期
生
の
卒
業
公
演
と
し
て

「
繚
乱
た
り
百

　
　
花

」
が
上
演
さ
れ
る

。

　
◇
ロ
ン
ド
ン
の

「
ラ
バ
ン
・
セ
ン
タ
ー

」
か
ら

《
ト
ラ
ン

　
　
ジ
シ
ョ
ン
ズ
・
ダ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー

》
が
来
日
し

、

　
　
1
1
月
ホ
ー
ル
で
公
演
を
行
う

。

 
◇
系
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が

「
演
劇
創
作
系

」
「
舞
踊
創
作
系

」

　
　

「
戯
曲
創
作
系

」
「
T
O
P
系

」
の
四
つ
に
更
改
さ
れ
る

。

　
◇
日
本
橋
の
近
畿
大
学
会
館
閉
館

　
◇

「
演
技
コ
ー

ス

」
と

「
劇
作
・
理
論
コ
ー

ス

」
の
2
コ
ー

　
　
ス
が
設
置
さ
れ
る

。

　
◇

『
卒
業
論
文
集

』
が

『
近
大
演
劇
ー

研
究
と
批
評

』
に
リ

　
　
ニ

ュ
ー

ア
ル
さ
れ

、
現
在
に
い
た
る

。

　
◇
平
成
十
・
十
一
年
度
に
は

、
観
世
銕
之
丞
師
が

「
伝
統
芸
能

　
　
実
習

」
を
担
当
さ
れ
た

。

　
◇
こ
の
年
よ
り
現
在
ま
で

、
茂
山
千
三
郎
師
が

「
伝
統
芸
能
実

　
　
習

」
（
現

「
伝
統
芸
能
実
習
Ⅱ

」)

を
担
当
さ
れ
て
い
る

。

　
◇
専
攻
学
生
の
企
画
・
実
行
に
よ
る
第
一
回
近
畿
大
学
芸
術
フ

ェ
ス

　
　
テ
ィ
バ
ル
を
造
形
美
術
専
攻
の
学
生
と
共
同
開
催

。
８
日
間
で

　
　
7
5
プ
ロ
グ
ラ
ム

、
参
加
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
二
百
人

、
観
客
延
べ

　
　
三
千
人

。

　
◇
O
B
P
 
A
r
t
s
 
P
r
o
j
e
c
t
 
P
U
L
S
E
0
1

　
　
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

「
蜃
気
楼

」
の
公
演

　
◇
非
常
勤
助
手
と
し
て
二
期
生
宮
田
充
規
氏
着
任

。

　
◇
第
二
回
近
畿
大
学
芸
術
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ア
ー

ツ
・
コ

　
　
レ
ク
シ
ョ
ン

」
開
催

。

　
◇
文
芸
学
部
三
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て

、
矢
内
原
美
邦

　
　
舞
踊
作
品

「
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
レ
コ
ー

ド

」
、
水
沼
健

　
　
演
劇
作
品

「
ニ

ュ
ー

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
イ
ズ
グ

ッ
ド

」
を

　
　
上
演

。

ト
　
ピ
　

ッ
　
ク
　
ス

写
　
真
　
資
　
料
　
・
　
そ
　
の
　
他

　
◇
コ
ー

ス
制
最
終
年
度

。
劇
作
理
論
コ
ー

ス
の
学
生
に
よ
る

　
　
自
作
戯
曲
上
演
の
卒
業
公
演
が
行
わ
れ
る

。

　
◇
ド
ラ
マ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
系
の
最
初
の
卒
業
制
作
と
し
て

、

　
　
学
生
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
演
劇
作
品

『
凸
凹

』
の
小
学
校
9
校

　
　
で
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
公
演
が
行
わ
れ
る

。

　
◇
自
主
発
表
公
演

「
ツ
キ
イ
チ

」
始
ま
る

。

　
◇
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
京
　
演
劇
大
学
／
０
９
　
春
・
秋
に

　
　
唐
十
郎
作
品
で
招
聘
参
加

。

　
◇

「
高
校
生
の
た
め
の
舞
台
芸
術
講
座

」
開
始

。

　
◇
卒
業
論
文
提
出
者
全
員
と
専
攻
教
員
全
員
が
一
同
に
会
し

　
　
て
の
卒
論
講
評
会
を
開
始

。

　
◇
ド
ラ
マ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
卒
業
制
作

（
二
一
期
生

）
震
災

　
　
か
ら
の
復
興
を
テ
ー

マ
に
し
た
創
作
作
品

「
の
ん
べ
ん
だ
ら
り

　
　
ん

」
を
8
月
に
仙
台
で
上
演

。
そ
の
経
験
を
取
り
入
れ
て
作
品

　
　
を
9
月
に
近
大
で
発
表

。

　
◇
E
館
解
体

（
二
〇
〇
三
・
八

）
。
ア
ー

ト
館
設
置

。

　
◇
第
三
回
近
畿
大
学
芸
術
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
唐
十
郎
ー

日
本
の

　
　
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

」
開
催

。

　
◇
こ
の
年
よ
り
現
在
ま
で

、
河
村
晴
久
師
が

「
伝
統
芸
能
実
習

」

　
　

（
「
伝
統
芸
能
実
習
Ⅰ

」)

を
担
当
さ
れ
て
い
る

。 　
◇
卒
業
時
に
授
与
す
る

「
最
優
秀
学
生
賞

」
が
設
け
ら
れ
る

。

　
◇
専
攻
名
を

「
舞
台
芸
術
専
攻

」
に
改
め

、
コ
ー

ス
制
を

　
　
廃
し

、
系
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

（
「
演
技
創
作
系

」
「
ド
ラ
マ

　
　
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
系

「
T
O
P
系

」
）
に
な
る

。

 
◇
教
員
免
許

（
中
高
国
語

）
取
得
が
可
能
と
な
る

。

　
◇
芸
術
学
科
実
習
棟
D
館
竣
工

（
二
〇
一
四
・
九

）
「
芸
術
学
科
新
校

　
　
舎
D
館

（
ア
ー

ト
館

）
落
成
記
念
！
芸
術
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

『
か
わ

　
　
る

』
」
開
催

。

　
◇
文
芸
学
部
発
足
以
来
使
用
し
て
き
た
一
〇
号
館
八
階
演
劇
実
習
室

　
　

（
通
称
じ
ゅ
っ
ぱ
ち

）
閉
鎖

。

 
◇

「
未
来
を
ひ
ら
く
旅

」
の
企
画
と
し
て

、
ベ
ル
ギ
ー

国
立
モ
ン
ス
芸

　
　
術
大
学
A
r
t
s
2
に
お
い
て
未
来
を
ひ
ら
く
旅
2
0
1
4

〈
ア
ー

　
　
ト
を
通
じ
て
の
異
文
化
交
流
 
p
a
r
t
2

〉
が
行
わ
れ
た

。

　
◇
筑
波
技
術
大
学
 
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル

　
　

「
S
o
u
l
I
m
p
r
e
s
s
i
o
n

」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ

ョ
ン

　
　
に
よ
る
卒
業
舞
踊
公
演
が
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
B
i
G
・

　
　
i

）
主
催
の

「
B
i
G
・
i
・
A
r
t
 
F
e
s
t
i
v
a
l

」
の

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
行
わ
れ

、
そ
の
様
子
は

、
N
H
K
の

「
バ
リ
バ

　
　
ラ

」
で
も
紹
介
さ
れ
た

。

　
◇
2
0
1
5
年
度
欧
州
文
化
都
市
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て

、
ベ
ル

　
　
ギ
ー

国
立
モ
ン
ス
芸
術
大
学
の
学
生
と
交
流
が
行
わ
れ
た

。

中上健次氏は1991年3月に客員教授として着

任されたが、この年の8月、癌のために46歳の

若さでこの世を去った。しかし、学生に与えた影

響は大きく、一期生の演劇の卒業公演では、中

上氏の作品『十九歳の地図』が上演された。

大橋也寸

劇作家・演出家・「転形劇場」主宰。

短い期間であったとしても、太田省吾

氏が教鞭をとったことは、文芸学部・

舞台芸術専攻の歴史に残る。

岸田國士戯曲賞

1
9

9
6
年

第
4

0
回

『髪
を
か
き
あ
げ
る
』

1970年 第15回 『少女仮面』

1978年 第22回 『小町風

「ジャック・ルコック国際演劇学校」パリ

1
9

8
1
年

第
2

5
回

『
あ
の
大
鴉
、
さ
え
も
』

唐十郎氏は客員教授として赴任、のちに国際人文科学研究所所長。「唐十郎特別講義」「唐十郎演

劇塾」を開講して『動物園の消える日』2007、『少女仮面』2008、『腰巻お仙』2009、などの代表作を上

演し、学生にも文芸学部にも大きな影響を残した。

via 松本修・西堂行人

「ラバン・センター」

ルドルフ・フォン・ラバン
Rudolf von Laban 1879-1958 

中上健次
1946-1992

太田省吾
1939-2007

鈴江俊郎

松本 修

盛 加代子

唐 十郎

水沼 健

神澤和夫
1929-2003

碓井節子

阪本洋三

西堂行人近藤公一
1928-2003

林 公子

2012年 第56回 『前向き！タイモン』

演出家。１９７２年紀伊国屋演劇賞。

１９８０～８３年ジャック・ルコック国際演劇学校教授。

１９８２年芸術祭優秀賞。

演出家・俳優・演劇研究。「創造集団アノニム」代表。

舞踊家・コレオグラファー。邦正美を

通してラバンの理論を展開するととも

に、モダン・ダンスの独自の理論と創

作に重要な功績を残した。

ドイツ文学・演劇、ドイツ表現主義の研究

舞踊家・コレオグラファー。邦正美・神澤和夫に師事。 「ラバン・センター」でモダン・ダンスを修める。

芸能史―特に歌舞伎史―の研究。著書に

『岩波講座 歌舞伎・文楽』（共著）

劇作家、演出家。現在「office 白ヒ沼」代表

劇作家、脚本家、演出家。

1996年、読売文学賞、紀伊國

屋演劇賞個人賞。読売演劇大

賞優秀演出賞。

2004年、紫綬褒章

演出家。劇団node主宰。2003年 毎日芸術賞千田是也賞 『アメリカ』。 2003年 第11回読売演劇大賞優秀作品賞 『アメリ

カ』。 2005年 第13回読売演劇大賞優秀作品賞 『城』、同優秀演出家賞 『城』 『唐版 風の又三郎 近大バージョン』。

2007年 第42回紀伊国屋演劇賞個人賞 『変身』『失踪者』『審判』。

脚本家、評論家。戦後日本の脚本家を代表する一人。1960年『日本の夜と

霧』、1989年『黒い雨』、1995年『眠れる美女』。テレビでも「ウルトラマンシリー

ズ」の多くの脚本を手掛ける。

演劇評論家。著書に『現代演劇の条件劇現場の思考』 2006

『演劇は可能か〈一九九五年以後〉の劇的想像力』 2008

『近大はマグロだけじゃない！』2016など。

俳優、演出家。京都大学在学時に劇団「卒塔婆小町」を主宰。客員教授

俳優・劇作家・演出家。MONO所属・壁ノ花団代表。

2004年、第12回OMS戯曲賞大賞

コレオグラファー・劇作家。

ダンスカンパニー Nibrol l主宰。

2014年、岸田國士賞受賞

演出家、舞踊研究

芸術教育学研究

日本の現代演劇、６０年代演劇研究。

著書に『アングラ演劇論』

中上健次作『十九歳の地図』の一場面

会場：近鉄小劇場

《トランジションズ・カンパニー》の公

演の一場面。11月ホール大ホール

太田省吾作『プラスチック・ローズ』の一場面とポスター

OBP Arts Project PULSE01ダンスプロ

ジェクト－「蜃気楼」の一場面。OBP 

TWIN21アトリウムにて。

◇ジャック・ルコック国際演劇学校 Jacques Lecoq, 1921 – 1999

ジャック・ルコックが1956年に設立したこの演劇学校の特色は、芝居

の技術を教えるのではなく、身体運動を通してパフォーマーの創造力

を訓育することを目的とするカリキュラムが構成されていることである。

身体教育学、運動分析学、パントマイムなどがその基礎となる。例え

ば、1年生は、ルコックが開発をした20種類の動き―、開花、ボート漕

ぎ、平行移動・・・などを修得するのが課題である。 「身体から発見す

る演劇」(盛加代子) という点に、ルコック教育法は収斂するのである。

相原麻由子(非常勤講師)

師
事

留学

留学

留学

邦 正美
1908-2007

１９８０～８３年ジャック・ルコック国際演劇学校教授

◇ルドルフ・フォン・ラバン(1879-1958)と「ラバン・センター」

ルドルフ・ラバン(ブラチスラバ生)は「舞踊は身体運動による空間形成の芸術である」という

テーゼの下に、新しいモダンダンスを切り開いた。1937年、ナチから逃れてイギリスに亡命し、後

の「ラバン・センター」となる舞踊の団体を設立した。邦正美はドイツに留学してラバンの理論を

学び、帰国後、邦正美舞踊研究所を開いた日本のモダンダンスの先駆者である。神澤和夫教授

は、その邦正美に師事しつつも、ラバン理論のいっそうの深化を目差した。碓井節子教授は神

澤教授に師事し、「ラバン・センター」に留学をした。「ラバン・センター」は、現在「トリニティ・ラバ

ン・コンセルヴァトワール」に発展解消している。

竹内銃一郎

1994年度 卒業公演太田省吾作

《小町風伝》会場：大阪能楽会館

《「欣求浄土」声明に寄せるパ

フォーマンス》の一場面。

「造形芸術クロノロジカル・ダイアグラ

ム」参照

◇「裏壁新聞」 第1号 平成15年5月２４日

「裏壁新聞」は学生の手によって発行され

た。「演劇・芸能専攻」(当時の名称)の諸問

題を取り上げ、それについて考え、提案す

る学生諸君の自立と自主の発露の場であっ

た。

第1号では、当時のE館(旧職業訓練所体

育館)が取り壊されることに関して、詳しい情

報の公開、舞台設備のアート館への移設、

機材の保管場所の確保、アート館の設備の

改善・充実等を大学に要望している。

旧E館は老朽化した建物であったが、この

不十分な施設から学生諸君の数々の作品

が生み出された。

旧E館とその内部
1995年度卒業舞踊公演 神澤和夫

2003年度卒業舞踊公演碓井節子

アート館：旧職業訓練所の塗装工場をリノベーションして

2003年に開館した。一部造形芸術専攻も使用したが、旧E

館解体後は舞台芸術のメインの稽古場、公演会場となった。

雨が降ると、トタン屋根に当たる音がうるさかった。

2004年度_13期卒業公演「唐版風の又三郎／ゴドーを待ちながら」演出：松本修 ポスターと一場面

2008年度 17期卒業公演「夢見る力」

演出：竹内銃一郎

2009年フェスティバル東京 演劇大学09秋「腰

巻お仙－義理人情いろはにほへと篇」パンフ

レット

石堂淑朗
1932-2011

2000年度 ９期卒業公演

「これは白い山でなく」 作・演出 鈴江俊郎

2006年度 15期卒業公演

「母」 演出 菊川徳之助

2007年度16期卒業公演「今昔お七物語」

構成・演出 盛加代子

2010年度19期卒業公演「時の物置」 演出 水沼健

2014年度23期卒業舞踊公演

「初々」 監修 矢内原美邦

2015年度 24期卒業舞踊公演「ＨＡＬＯ」 BiG-i Art Festival 監修 阪本洋三

俳優・劇作家・演出家。「ジャン・ルコック国際演劇学校」卒業。

著書『身体から発見する演劇 ジャック・ルコック国際演劇学校１９８１－８３

1987年、SIGNAAL賞(フランドル最優秀賞)

1996年、HUY市賞(演劇祭、ユイ市賞)

矢内原美邦

◇「未来をひらく旅」

「未来をひらく旅」は近畿大学の企画であり、全各部

を対象にして国際交流イベントの企画を学生から募

集し、審査を経て採用を決定するという企画であった。

文芸学部では、舞台芸術と造形芸術のコラボレーショ

ンによる企画が採択された。

2014年に、ベルギー国立モンス芸術大学とのコラボ

レーションによって、「日本・ベルギー共同アートプロ

ジェト パフォーミングアーツとファインアートによる共

同作品制作・上演」が行われた。舞台芸術からは11

名が、5日間の国立モンス芸術大学の学生とのワーク

ショッププログラムに参加した。

2015年には、8月にモンス芸術大学の学生が来日し

て作品制作を行い、逆に11月には舞台芸術の学生が

モンスMaison Folie劇場で公演「Vrai-Faux Japon」を

行った。

師
事

菊川徳之助

梅山いつき

京
都
派

辰巳琢郎


